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巻頭言巻頭言　

私たちの市立札幌病院は、平成25年8月29日に地域医
療支援病院の承認を北海道知事からいただくことができま
した。これは、当院を支援していただいた患者さん、開業の
先生方の多大なる応援があって獲得できたものと考えま
す。ありがとうございます。ご支援、ご協力いただきました
皆様に感謝申し上げます。
また、私たち市立札幌病院職員も承認獲得に向けて
様々な取り組みをしてまいりました。今回は、その取り組み
の中の一部を紹介したいと思います。

地域医療支援病院の承認要件としては以下の条件を満
たす必要がありました。
1.一定値以上の紹介率、逆紹介率（紹介率80%以上、ある
いは紹介率60％以上かつ逆紹介率30％以上、あるいは
紹介率40％以上かつ逆紹介率60％以上）をクリアでき
ていること
2.医療機器、開放病床、会議室や図書室などの共同利用体
制を整備すること
3.救急医療を提供する体制が整っていること
4.自院だけでなく、地域の医療従事者の研修を主催すること
これ以外にもまだありますが、平成21年から上記項目のク

リアを目指して、一斉に各部署での取り組みが始まりました。
救急医療の提供に関してはすでに救命救急センターが
三次救急を行っており、また診療科によっては二次救急の
受け入れも行っておりました。
研修会は各診療科などが独自に行っていましたが、これ

を統括して年間スケジュールを作成して、前もって地域医
療機関への広報活動を行うことで地域医療従事者の研修
体制は構築できると考えました。
共同利用については、講堂や会議室、図書室の開放など

を行いました。また、開放病床の開設・運用については院内
で準備委員会を立ち上げ検討し、また札幌市医師会のご理
解とご協力をいただき本年２月から運用を開始しました。
医療機器については、平成７年に院内に設置された札幌
市医師会地域医療室を通して医師会会員の先生方との連
携のもと検査受診をお受けしてきましたが、二次医療圏の
先生方にもご利用いただける体制を整備しました。
以上のことは比較的スムースに進むことが出来たのです

が、最大の問題は逆紹介でした。当院は紹介率40％以上
かつ逆紹介率60％以上を目指しましたので、各診療科の協
力が必要でした。逆紹介がなかなか進まず、これに対する
秘策もなく、一貫して診療体制の変革を求めてきました。開
業の先生方から紹介いただいた患者さんが、治療後状態が
安定したら紹介元の先生方に経過観察をお願いするといっ
た診療体制の変化を粘り強く求めてきました。すなわち地
域完結型の医療です。徐々に変化が出てきて、やっと平成
24年度末に逆紹介率60％を超えることが出来ました。

このあたりの詳しい取り組みに関しては、市立札幌病院
誌73巻1号に詳しく解説しておりますので、一読していた
だけると幸いです。
いずれにしましても、何とか逆紹介率がクリアできたので
すが、この取り組みを通じて私たちの市立札幌病院が持っ
ている問題点も浮き彫りになってきました。「断らない医
療」です。今後は時間外外来の改善も目指して、地域の先
生方との連携を強化したいと考えています。また、院内の各
診療科が文字通りの連携を獲得して複雑な病態の患者の
治療に当たるべきと考えられました。これこそが、地域の先
生方が私たちの病院に求めているものだと考えています。
病床については、私たちと連携していただいている開業

の先生方にお願いして利用していただくことが出来ました。
この取り組みの中で驚いたことがありました。大きな驚きは
患者さんでした。かかりつけの先生と（開業の先生）当院の
医師が共同で診察する姿をみて、物凄く安心したとほとん
どの患者さんが話していました。患者さんに安心感を与え
ることが出来たのも、協力していただいた連携施設の先生
方のおかげと感謝しています。
また、一緒に回診や診察していただいたかかりつけの先
生からは、当院へのねぎらいのお言葉や、あるときは激励の
お言葉もいただき、大変感謝しております。現在も開放病
床は利用されておりますが、是非私たちの市立病院の医療
資源を有効に使っていただきたいと考えております。

地域医療支援病院の承認を得た市立札幌病院が今後目
指すべき診療は、私たちの医療資源を有効に利用していた
だき、連携医療機関の先生方と今以上に顔の見える連携を
強化して行くことと考えております。これに備えて、急性期
医療を担当する救命救急センター、新生児や周産期の患者
さんを対象にした周産期母子医療センター、身体合併症を
有する精神患者に対応する精神医療センター、がん患者の
支援を目的として地域がん診療拠点病院の指定など、地域
医療には欠かせない役割を担当しております。
今後とも私たちの市立札幌病院に対して、ご支援、ご鞭
撻をいただけますようお願いいたします。このたびのご支
援を深く感謝して、地域医療支援病院承認のご報告といた
します。ありがとうございました。

市立札幌病院副院長
地域連携センター長
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地域医療支援病院承認への取り組み

今後にむけて

【地域医療支援病院の役割】
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福島　周平
災害拠点病院としての取り組みについて
～災害訓練の様子～

訓練は震度5弱の地震発生を想定したトリアージ訓練です。ト
リアージとは、限られた人員や資源を活用して最大多数に最善
の医療を提供するために治療の優先順位をつけることです。
訓練開始後、正面玄関会計窓口前に暫定災害対策本部を設
置、職員が参集して役割分担が決まります。
早速、傷病者の受入れが始まりました。

各診療ポストではチームミーティングを行い、診療の流れの確
認、必要物品の配置、役割分担を行います。まもなくトリアージポ
ストから傷病者が移動し、順次、診察・処置を施します。
傷病者には事前に設定した傷病に応じて血液検査やレントゲ

ン検査を疑似的に行っています。

正面玄関前の風除室にはトリアージポストが設置されます。来
院した傷病者には、最初にこのポストでトリアージが実施されま
す。
ここでは原則治療は行わず、緊急度に応じて重症ポスト（赤：
緊急治療群）、中等症ポスト（黄：非緊急治療群）、軽傷ポスト（緑：
治療不要・軽処置群）に振り分けられ、各ポストに誘導されます

診療ポストでの対応の間、暫定対策本部では傷病者リストの
作成や空床状況の把握、発災からの時系列実施事項を記録する
など、本部機能を果たすべく情報収集を行います。
また、収集した情報を基に人員配置の指示を行うなど、積極的
な情報の発信も行います。

【訓練開始後、暫定対策本部に参集】

【中等症ポスト】

【経過を記録する暫定対策本部】

【トリアージの様子】

災害拠点病院は、災害時に多発する重篤救急患者の救命医療を行うための高度な診療機能や広域搬送への対応機
能、医療救護班の派遣機能などを有し、災害時に必要な医療支援を行うための拠点施設です。第二次医療圏ごとに整備さ
れる「地域災害医療センター」と、さらにそれらの機能を強化し、災害医療に関して都道府県の中心的な役割を果たす「基
幹災害医療センター」に分けられ、当院は「地域災害医療センター」として平成9年1月に北海道の指定を受けております。
災害拠点病院は、災害時診療における基幹病院としての役割を担っておりますが、当院では施設・整備面の確保の他、
災害拠点病院の取り組みとして毎年災害訓練を行っています。今年は10月14日（月）に訓練を行いましたので、その訓練
内容をご紹介いたします。

本訓練により、公的病院として、また地域の中核病院として当院が担う役割、使命を自
覚すると共に、災害時診療に対する心構えを改めて認識することができました。今後も災
害拠点病院として地域の医療機関を支援する病院を目指していきます。


